
実施日時：令和６年９月３日（火）
対象・内容：第３学年〈国語・社会・数学・理科・英語、各教科アンケート） 実施校数：２校（府内４７３校）
※理科はC問題を選択 実施生徒数：２６０人（府内５８，２５４人）

１．度数分布及び教科別結果概要（平均点）

平均点 無回答率 平均点 無回答率

島本町 70.9 3.8 島本町 59.1 2.9
大阪府 65.2 5.3 大阪府 52.3 4.4

良好 良好

・文脈に合わせて適切に書くことがで ・オホーツク海気団と小笠原気団の性質
きる を理解している
・資料を活用し、根拠を明確にして書く ・天気図から風が強い方を判断し、風の
ことができる 強さと等圧線の関係を表現することがで

きる
課題
・返り点や送り仮名など漢文の訓読に 課題
必要な基礎的な事項について理解 ・梅雨の天気図に表されている前線に
している ついて理解している
・文脈に則して漢字を正しく書いている ・電解質の物質について理解している
（救急）

平均点 無回答率 平均点 無回答率

島本町 57.0 3.6 島本町 60.3 5.0
大阪府 50.4 5.0 大阪府 53.6 6.9

良好 良好

・長野県のレタス栽培の特徴を理解 ・日常的な話題について、まとまりのある
している 会話文を読み、話の概要を捉えて、内容
・火力発電について理解している の要点を適切に把握することができる

・与えられた情報に基づいて、指示された
課題 語数で正しい英語を書くことができる
・旅順の場所について理解している
・平塚らいてうについて理解している 課題

・短いやりとりを聞いて話し手の意向を正
確に理解し、会話の続きとして適切な応答
を選択することができる
・日常的な話題についてのまとまった会
話文を聞き、話の概要を捉えて、内容の要
点を適切に把握することができる

平均点 無回答率

島本町 55.7 10.7
大阪府 49.1 14.8

良好
・結論を導くために用いられている条
件や根拠に着目しながら証明を読み、
条件を満たすための要素の相当関係
について捉えることができる
・与えられた図と情報から、図形が
動いた距離xの値に応じて変化する
図形の形を求めることができる

課題
・正の数と負の数の計算ができる
・問題場面における考察の対象を明
確に捉えることができる  

（令和６年１２月３日作成）

令和６年度大阪府中学生チャレンジテスト　中学３年生　結果概要
教育推進課
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＜結果概要＞

国語：問題形式では、すべての形式で大阪府平均を上回る結果となったが、知識及び技能の観点における、「言語の特徴や使い方に関す

る事項」で大阪府平均との開きが小さくなった。

社会：地理的分野と比較し、歴史的分野において大阪府平均との開きが小さかった。また、思考・判断・表現の観点でも大阪府平均との開き

が小さくなった。

数学：どの問題形式でも大阪府平均を上回る結果であるが、特に記述式の問題で得点率が高かった。一方、数と式の領域で、特に大阪府

平均との開きが小さくなった。

理科（本町はＣ問題）：全ての問題形式で大阪府平均を上回っており、特に思考・判断・表現の観点で得点率が高かったが、「粒子」領域の

問いについて、大阪府平均との開きが小さくなった。

英語：いずれの領域でも大阪府平均を上回ったが、聞くことの領域で、大阪府平均との開きが小さくなった。



２．アンケート（抜粋）

（３）授業中、思考ツールを使うなどして、自分の考えを整理したりまとめたりする場面がある。

国語 社会 数学 理科 英語

Ｒ４
(１年）

1.116 1.182 1.139

Ｒ５
(２年）

1.105 1.138 1.165 1.226 1.168

Ｒ６
(３年）

1.087 1.131 1.134 1.130 1.125

（４）授業中、PC・タブレットを使って、学級の友だちと意見を交換する場面はどれくらいありますか。

４．教科アンケート　同一集団における類似質問への肯定的回答状況　質問事項　経年比較

①授業中、思考ツールを使うなどして、自分の考えを整理したりまとめたりする場面がある。

※令和４年度までは『授業中、自分の考えや意見を伝える場面がある。』

（５）家で、自分の苦手なところ、必要なところを考えて勉強している。
②家で、自分の苦手なところ、必要なところを考えて勉強している。
※令和４年度までは『自ら課題を見つけて、家で勉強をしている。』

③あなたの学級は、違った考えや意見を受け入れる雰囲気がある。
※令和４年度までは『授業中、間違っても笑われない。』

① ② ③
Ｒ４
(１年）

93.3 63.3 86.0

Ｒ５
(２年）

78.8 72.6 92.2

Ｒ６
(３年）

81.1 78.0 93.0

（６）あなたの学級は、違った考えや意見を受け入れる雰囲気がある。

３．同一集団における教科別の３か年の推移（１年次は国・数・英のみ）

81.1 

66.0 

78.8 

18.5 

33.2 

21.2 

0.4 

0.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

島本町

大阪府

R5同集団

肯定的回答

否定的回答

その他・無回答

18.9 

17.0 

21.2 

28.6 

21.0 

20.8 

24.3 

27.5 

27.1 

17.0 

19.0 

17.6 

11.2 

14.9 

13.3 

0.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

島本町

大阪府

※R5同集団

ほぼ毎日

週３回以上

週１回以上

月１回以上

＜アンケート結果について＞
○（３）は昨年度と比較して肯定的回答割合が2.3ポイント向上した。学力向上担当者会等で、思考ツールそ
のものや、生徒が根拠を元に立論し、話し合う活動を推進した結果であると分析できる。（６）についても、昨
年度や令和4年度の類似設問と比較して、肯定的回答割合が増加し続けている。自分が他者に受容されて
いる安心感こそ、教室での教育活動において必要不可欠なものである。特別の教科道徳を中心に、生徒が
安心できる学習環境の確保について、引き続き留意していく必要がある。
●一方で、（４）は「ほぼ毎日」と回答した生徒の割合が、昨年度と比較すると2.3ポイント減少した。ＩＣＴ機器
の使用は充実した学習を実現するための手段であり、目的ではないが、その有用性を教員及び生徒自身が
が理解したうえで適宜適切に使用場面を設定していくことが重要である。来年度の端末更新を見据え、今ま
での好事例収集及び共有を各中学校に指示していく必要がある。
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